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複雑性尿路感染症に対するKW-1062の 使用経験
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熊本大学医学部泌尿器科学教室

(主任:池 上奎一教授)

KW-1062は Gentamicin C1aの6'- Nに メチ ル基 が

導 入 さ れ た 化学 構 造 を もつ 新 し い ア ミ ノグ リ コシ ッ ド系

抗 生 物 質XK-62-2の 硫 酸 塩 で あ る。 本 剤 の抗 菌 ス ペ ク

トル は 広 く,Gentamicinと 同様,グ ラム 陽性 菌 お よび

緑 膿 菌,変 形 菌,セ ラチ ア,肺 炎桿 菌 な どの グ ラ ム陰 性

桿 菌 に 強 い抗 菌 力 を も つ1～3)。

わ れ わ れ は 複雑 性 尿路 感 染 症20例 に, KW-1062を

使 用 した の で,そ の成 績 に つ い て報 告 す る。

1. 対 象 お よび 投与 法

対 象 は 当科 へ 入院 中 の術 後 あ る い は 何 らか の 基 礎 疾 患

を 有 す る複 雑 性尿 路 感 染 症 患 者20例 で,年 齢 は26～76

歳,性 別 は 男11例,女9例 で あ る。

投 与 量 は1日120mgで,投 与 日数 は3～11日, 投

与 総 量 は360～1,320mgで あ る 。投 与 方 法 は1回 60 mg

づ つ1日2回(朝,夕)筋 注 した(Table1)。

II. 成 績

投 与 前 の 尿 中 細 菌 はStaPhyloCoccus epidermidis 4

例, E. Coli, Klebsiella pneumoniaeお よび Serrmtia 

marcescens各3例, Citrobacter freundiiお よびps. 

aeruginosa各2例, Protms mirabilis, Serratia liqu-

efaciensお よび Candida albicans各1例 で あ り, 

Klebsiellaお よび Citrobacterの 各1例 以 外 は す べ て

105/ml以 上 の菌 数 を示 した 。

投 与 後 の尿 培 養 成 績 で は,Staphylococcus, E. coli, 

Proteusは す べ て 消失 を み た が, StaPhylococcus の2

例 お よびE. coliの1例 で は菌 交 代 が 起 こ り,他 菌 が

105/ml以 上 の 菌 数 を 示 した 。 投 与 後 無 菌 とな った5例

中2例 は 尿 所 見 も正 常 化 し,2例 で は 尿 所 見 の 改 善 を 認

Table1 Patients studied and dosage
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め,い ずれも臨床症状の改善をみたが,1例 では尿所見,

臨床症状には改善がみられなかった。菌交代をみた3例

はいずれも尿所見,臨 床症状とも改善をみなかった。

Klebsiellaは3例 中2例 が消失,う ち1例 では投与後

無菌とな り,尿 所見も改善をみたが,他 の1例 は菌交代

が起こり,尿 所見は不変,残 りの1例 では培養成績,尿

所見とも不変であった。しかし3例 とも下熱等臨床症状

の改善がみられた。 Serratia liquefaciensで は無菌 と

なったが尿所見,臨 床症状は不変, Serratia marcescens

の3例 中1例 では無菌となったが,尿 所見,臨 床症状 と

も不変,1例 では菌交代をみたが,尿 所見,臨 床症状は

改善,他 の1例 では無効であった。

Citrobacter, Ps. aeruginosaで は前者の1例 に臨床

症 状 の 改 善 を み た ほ か す べ て無 効,Candida albiCans

で は菌 交 代 が 起 こ り,尿 所 見 は不 変,臨 床 症 状 は 改 善 し

た 。

以 上 総 括 す る と,尿 の 培 養 成 績 で は20例 中14例 に

菌 の 消 失 を み た が,う ち6例 に菌 交 代 が み られ,投 与 後

無 菌 とな った もの は8例 に 止 ま った 。菌 株 で は StaPky-

lococcus, E. coli, Klebsiella, Serratiaに もか な り効

果 が あ るが,CitrobacterやPs. aeruginoaaに は 効 果

が み られ な か った 。 また 菌 交 代 に よ っ て 出 現 した 菌 は

Serratia marcescens 2例,Klebsiella, Citrobacter, 

E. coli, Ps. aeruginosa各1例 で あ った 。 培 養 成 績 と

尿 所 見,臨 床 症 状 とは 必 ず し も平 行 しな か った が,尿 所

見 は2例 で 正 常 化,4例 で 改 善,臨 床 症 状 は10例 で改

Table3 Clinical infiuence. of indweUing catheter and combined CBPC ():%

Table4 Laboratory findings
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善がみ られ,培 養成績,尿 所見,臨 床症状のすべてに全

く無効であったのは4例 にすぎなかった(Table 2)。 こ

の中で留置カテーテル下にある症例での成績は不良で,

8例 中無菌 となったのは3例 にすぎず,尿 所見や臨床症

状の改善例は1例 にすぎなかった｡ま たCBPC併 用 例

では菌交代の傾向が強 く,菌 交代現象がみられた6例 中

5例 はCBPC併 用例であった(Table3)。

総 合臨床効果としては,菌 消失,尿 所見 ・臨床症状の

改善がみられたものを 「著効」,菌 消失もしくは尿所見・

臨床症状の改善がみられたものを 「有効」,そ れ以外を

「無効」として判定すると,著 効5例,有 効4例,無 効11

例 とな り(Table2),有 効率は45%と な った。

副作用は症例Uに 白血球減少,症 例17に 軽度の難

聴,貧 血,症 例2に 軽度の貧血,症 例10に 軽度のS-

GOT, S-GPTの 上昇がみられたが,原 疾患,投 与総量,

起炎菌などとの関係はとくに認められなかった(Table

1,2,4)｡

III. 考 察

尿路感染症における病原菌はほとんどがグラム陰性桿

菌によるもので,特 に複雑性尿路感染症ではこの傾向が

強く,最 近では従来弱毒菌 として取 り扱われていたPS. 

aeruginosa, Serratiaな ど耐性菌の増加が問題となって

いる。われわれの20症 例でもSerratiaの4例,Ps. 

aeruginosaの2例 が注目され る。 とくにこの中でカテ

ーテル留置中例が4例 もあり,こ のような弱毒菌感染症

はとくに宿主側の不良条件に伴なうことが多 く,ま た感

染予防として薬剤の投与を受けているため,各 種薬剤感

受性は耐性を示すものが多い。

これらの耐性菌に対 してす ぐれた抗菌力を示す薬剤 と

して,新 しいアミノ配糖体ないしポ リペプチ ド系抗生物

質が続々と開発されているが,い ずれも多少とも腎障害

あるいは第8神 経障害などの副作用が存在し,副 作用の

少ない薬剤の開発が望 まれている。その中でKW- 1062

は腎毒性,第8神 経系に対する影響が弱いと報告されて

いる2)。われわれの複雑性尿路感染症20例 の経験では,

本剤の投与に より14例(70.0%)に おいて当初の菌は

一応消失しており,こ の成績は複雑性尿路感染症である

ことを考慮すれば,か なりすぐれた抗菌力を示したもの

といえよう。しかしそのうち6例 に菌交代を認め,尿 所

見や臨床症状に対する効果は必ずしも良好とはいえなか

った。これは複雑性尿路感染症では基礎疾患や併施処置

等の影響が大であるためで,こ のことは留置カテーテル

群における著 しい不良成績でもうかがえる.

KW-1062はPs. aeruginosa, Serratiaに も有効と

されているが,た しかにSerratiaやKlebsiellaに は

一応の効果はみられた。しかしPs. aeruginosaや Cit-

rebacterに は効果はみられなかった。 ただ例数も少な

く,.Ps. aeruginosaの2例 はいずれも留置カテーテル下

にあ り,ま た投与量の問題も今後検討の余地があろう。

菌交代現象は6例 にみられ,こ のうち5例 はCBPCを

併用しており,宿 主側の条件 とともに併用薬剤の影響も

無視できないと思われる。菌交代による出現菌もSer-

mtiaの2例 をは、じめ,Ps. aeruginosa, Klebsiella, 

Citrobacterな どがみられた｡

副作用 としては1例 に白血球減少がみられたが,こ の

症例は他の抗生剤の内服でも白血球減少をみている。ま

た2例 に貧血をみたが,い ずれもCBPCを 併用しており,

これによる可能性もある。さらに1例 にS-GOT, S-GPT

の軽度上昇をみたが,こ の症例は輸血を受けており,ま

たCBPCを 併用しているので,こ れらの影響も考えら

れる。要するにこれらの副作用は必ずしも本剤によると

は確定できず,し かもいずれも軽微であり,本 剤の副作

用は軽度であるといえる。KW-1062は 腎毒性が少ない

とされており,わ れわれの症例でも腎機能増悪例は1例

もたか(た^

IV. 結 語

複 雑 性 尿 路 感 染 症20例 にKW-1062を 1日 120 mg

つ つ,3～11日 間投 与 し,以 下 の成 績 を 得 た 。

1) 20症 例 中14例(70.0%)に 投与 前 の菌 の消失 を

み た が,う ち6例 に菌 交 代 が 起 こ った 。Staphylococcus 

epidermidis, Escherichia Coli, Proteus mirabilisで

は 全 例,Klebsiella, Serratiaで は 一 部 が 消失 した が,

Citrobacter, Ps. aeruginosaで は 消 失 を み な か った。

2) 尿 所 見 は20例 中6例 に,臨 床 症 状 は10例 に改

善 をみ た に止 ま り,培 養 成 績,尿 所 見,臨 床 症 状 のすべ

て に改 善 をみ た の は5例 で あ った 。

3) 留 置 カ テ ー テ ル施 行 中 の8例 で は,5例 に菌 消失

を み た が,う ち2例 で菌 交 代 が み られ,尿 所 見,臨 床症

状 の改 善 例 は な か った 。

4) 菌 交 代 を み た6例 中5例 はCBPC併 用 例 で あ っ

た 。

5) 副 作 用 は 貧血2例,白 血 球 減 少,難 聴,S-GOT,

S-GPT上 昇 各1例 を み とめ た が,い ずれ も軽 度 で,本

剤 に よる も の と断 定 しが た く,腎 機 能 に は 何 ら障 害 を認

め なか った 。

文 献

1) KW-1062研 究 会 講 演 記 録 集,1976

2) 第23回 日本 化 学 療 法 学 会 東 日本 支 部 総 会,新 薬

シ ソ ポ ジ ウ ムII, KW-1062, 東 京, 1976

3) OKACHI, R; I. KAWAMOTO, S. TAKASAWA, M. 
YAMAMOTO, S. SATO, T. SATO & T. NARA : A 
new antibiotic XK-62-2 (Sagamicin). I. Isola-
tion, physicochemical and antibacterial pro-

perties. J. Antibiotics 27 : 793-800, 1974



VOL. 25 NO. 7 CHEMOTHERAPY 2249

CLINICAL EFFECTS OF KW-1062 ON COMPLICATED 
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Tewnty patients with complicated urinary tract infection were treated by KW-1062 with a daily 
dosis of 120 mg for 3 to 11 days and the following results were obtained. 

1) Bacteria cultured before the treatment disappearedafter KW-1062 treatment in 14 out of 20 cases, 
but new bacteria appeared during the treatment in 6 cases of them. 

2) Urinary findings were improved in 6 and clinical symptoms were improved in 10 out of 20 cases. 
3) In cases with indwelling catheter, bacteria disappeared in 5 out of 8 cases, but new bacteria 

appeared during the treatment in 2 cases of them and no improvement was observed in urinary findings. 
and clinical symptoms in any cases. 

4) Some moderate side effects such as anemia, leucopenia, hearing disturbance and increase of S-
GOT and S-GPT were observed, but could not be decidedto be caused by KW-1062.


